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自閉症児者の生活の質に対する相談支援者の見方
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要 旨
本研究では、発達障害者支援センターの職員が、自閉症児者の生活の質を向上させるために重視し
ていることを考察した。独自に作成した質問紙票による調査を実施し、自閉症児者の生活の質を向上
させるために必要と考えていることを記述するように求めた。125人から得られた全239件の回答を分
析すると、「生活に対する支援」、「社会性を高める支援」、「障害の理解に対する支援」に分類され、
これらの内容を検討した。
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１．はじめに
自閉症については、言語発達の遅滞と特有な言語症状が恒常的に認められること、non-verbal testで
は知的機能の低下が認められないのに言葉のない状態が認められること、特有の認知能力パターンの異常
が認められ、言語の概念化、抽象化、象徴化に著明な欠損を示していること、及び符号化と再生の特有な
障害があることが示されている（Rutter 1968)
1)
。この指摘以降、自閉症の認知障害に対する研究がなさ
れ、自閉症の特徴として、発達速度と発達順序の障害、感覚刺激に対する反応性の障害、話し言葉・言語
認知・非言語性コミュニケーションの障害、人・事象・物体に関わる能力障害があるとされている
（Ritovo ＆ Freeman 1978)
2)
。自閉症は、社会性・対人関係や想像力等に困難さを抱えている（田中
2011)
3)
。また、自閉症には、認知や対人関係等に関する独特な障害があるため、その生活の質を高めるの
に困難さがある。
このようなことから、自閉症児者に対する生活支援を行っている障害者支援施設の生活支援員は、自閉
症児者とのコミュニケーションをとることができるように受容的、言語的、動作的、及び視覚的な配慮を
心がけている
4)
。つまり、自閉症者の独特な行動特徴等を踏まえながらコミュニケーションが成立するよ
うに配慮し、障害の軽減を図っている。したがって、自閉症児者に対してコミュニケーションをとりなが
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ら生活支援を行うのが、支援者の重要な役割となる
5)
。また、自閉症児者の障害を軽減し、発達を促進さ
せるためには、他者との人間関係の交流を通して行動を展開させていく必要がある
6)
。情緒面への支援は
自閉症者を情緒的に安定させ、他者との交流を促すため、安定した日常生活に繋がる。このため、自閉症
児者の支援者には、その障害特性や状態に応じた支援をすることが求められる。
自閉症児者の生活の質を向上させるためには、その支援者が重視していることを明らかにし、得られた
知見を基にして支援を行う必要があると考えられる。発達障害者支援法に基づいて、自閉症児者に対する
相談機関として発達障害者支援センターが設置された。発達障害者支援センターは、地域における保健、
医療、福祉、教育、労働などの関係機関と連携しながら、総合的な支援ネットワークを構築し、自閉症等
の発達障害児者に対する相談・支援を総合的に行っている。発達障害者支援センターの職員は、地域にお
いて自閉症児者に対する様々な相談支援を包括的に実施する役割を担っているため、その生活の質を向上
させるために必要とされることに関する意見を持っていると考えられる。したがって、本研究では、発達
障害者支援センターの職員が、自閉症児者の生活の質を向上させるために重視していることを考察する。
２．方法と対象
本研究では、発達障害者支援センターの職員を対象として、自閉症児者の生活の質を向上させるために
必要と思われることを問う質問紙票による調査を実施した。
調査対象は、発達障害者支援センターの職員とした。無記名で独自に作成した質問紙調査票を郵送によ
り配布・回収した。自閉症児者の生活の質を向上させるために必要と考えていることを、箇条書きによっ
て記述するように求める質問項目を作成した。質問項目に回答があった125人からの質問紙調査票の記述
を分析対象とした。
調査項目については、回答者のプロフィールに関する性別・年齢・職種・自閉症に関わった年数を付記
した。分析対象者のプロフィールについて、性別は男性55人（44.0％）、女性70人（56.0％）、年齢は23歳
から65歳で、平均年齢39.4歳（SD：10.2）、自閉症に関わった年数は 1年から40年で、平均9.0年（SD：
7.86）であった。
調査期間は、平成24年 8月27日より平成24年 9月28日までの約 1 か月間とした。
調査方法は、平成24年度に運営されている発達障害者支援センター81か所に、独自に作成した質問紙調
査票を郵送で配布し回収する方法にて実施した。43か所（送付したセンターの53.1％）から回答が得られ
た。なお、倫理的配慮として、質問紙調査票を郵送した発達障害者支援センターに対して、調査の主旨、
及びデータの分析に際しては数値化等をし、各発達障害者支援センターの名称は一切出ないことを文書で
説明し、回答をもって承諾が得られたこととした。
質問紙調査票の作成にあたって、自閉症児者の親10人に対して自閉症児者の生活について気になってい
ることを尋ねると、全員が自閉症児者における生活の質の向上を希望していた。このため、質問紙調査票
において、自閉症児者の生活の質を向上させるために必要と考えられることを、箇条書きで記述するよう
に求めた。得られたすべての記述の各内容を検討して分類し、考察した。
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３．結 果
発達障害者支援センターの職員が、自閉症児者の生活の質を向上させるために重視していることに関す
る全239件（100％）の回答中、件数の多い方から、「生活に対する支援」に関することが110件（46.0％）、
「社会性を高める支援」に関することが77件（32.2％）、「障害の理解に対する支援」に関することが52件
（21.8％）であった（表１）。
｢生活に対する支援」に関すること110件（100％）のうち、グループホーム、健康への支援、障害特性
を考慮した生活支援等の「生活ができるようにする支援」が38件（34.5％）、居場所、日中活動の場、自
分自身を認めてくれる場所等の「居場所による支援」が28件（25.5％）、環境調整、周囲がわかりやすい
環境をつくる、障害特性に合った生活環境を整えていく等の「環境の整備」が18件（16.4％）、余暇支援、
余暇の充実、スポーツや趣味の活動を行う場（障害者スポーツセンター、文化施設）等の「余暇に関する
支援」が14件（12.7％）、将来にわたっての一貫した支援、ライフサイクルを通した支援方法の確立、一
貫した生涯支援等の「ライフサイクルを通した支援」が 6件（5.5％）、自立を目的とした生活、将来の自
立を目指した支援等の「自立に関する支援」が 3件（2.7％）、経済保障、年金等福祉制度の利用について
検討していくこと等の「経済的支援」が 3件（2.7％）だった。
｢社会性を高める支援」に関すること77件（100％）のうち、本人の自己理解、生きる力（お金の計算・
挨拶等の人とのコミュニケーション）、自閉症児者本人たちに対する各種トレーニング等の「当事者の社
会適応の向上」が17件（22.1％）、自閉症児者の可能性を引き出せる関連機関の支援者、当事者や発達障
害児の特性を正確に理解し、対応することのできる支援者、支援者の拡充と専門性の向上等の「支援者の
専門性」が14件（18.2％）、SST、SSTを学ぶ場、SST的関わりを教えてくれる場所等の「社会適応に関
する支援」が13件（16.9％）、医療・福祉・教育の連携、各業種との連携、各ライフステージでの連携等
の「連携による支援」が11件（14.3％）、就労支援、働く機会をつくる、働くことをイメージしやすい労
働体験等の「就労に関する支援」が 7件（9.1％）、療育及び相談を行う事業、相談できる場・相手・機
関、困ったときに相談できる場所等の「療育・相談に関する支援」が 7件（9.1％）、家族への支援、保護
者のレスパイトケア等の「家族に対する支援」が 4件（5.2％）、インクルーシブな教育、特性を理解した
うえでの教育等の「教育に関する支援」が 4件（5.2％）だった。
｢障害の理解に対する支援」52件（100％）のうち、周囲の理解、特性の理解、社会の理解等の「障害特
性に対する周囲の理解」が30件（57.7％）、市民啓発、自閉症の特性をより多くの方が知ること、社会の
偏見・差別を少なくする取り組み等の「障害特性に対する周囲の理解の促進」が 8件（15.4％）、家族の
理解、自閉症児の親における本人の障害特性に対する理解と支援等の「家族における障害特性の理解」が
6件（11.5％）、支援者の理解、自閉症者に関わる人の自閉症の理解、学校での自閉症理解等の「支援者
による障害特性の理解」が 6件（11.5％）、 1人ひとりの特性を理解すること等の「自閉症の状態に対す
る個別的理解」が 2件（3.8％）であった。
表 1 自閉症児者の生活の質を向上させるために重視していること
1 ．生活に対する支援：110件（46.0％）
①生活ができるようにする支援：38件（34.5％）
グループホーム： 2 健康への支援： 1 障害特性を考慮した生活支援： 1 インフォーマルな
サービスをその人に合わせて考えていくこと： 1 ヘルパー事業の活動： 1 地域生活を支援でき
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る社会資源： 1 生活訓練ができる場： 1 家庭・学校・支援機関等で生活に必要な技能や技術を
教えていくこと： 1 家庭・学校・支援機関で生活に必要な知識・技術を引き上げていくこと： 1
利用施設： 1 生活する上で必要なすべてのもの： 1 一人暮らし支援の充実： 1 入所施設： 1
家庭以外の生活の場： 1 集団場面の体験： 1 生活スキルに関する学習会： 1 本人にとって必
要なもの・大切なもの・求めていることの聞き取り、或は観察からの情報集め： 1 なにより本人
の意向を知ること： 1 生活訓練： 1 ADL 面のサポートのできる事業所の増設： 1 ライフス
キルを教えてくれるところ： 1 ケアホーム： 1 居宅支援： 1 保護者・地域・学校の支援能
力： 1 学童など就学後も支援してくれる場所： 1 通学や通勤のためのガイドヘルパー： 1 自
助組織： 1 周囲の支援： 1 周囲の柔軟な思考・対応： 1 周囲の配慮： 1 自閉症に対する周
囲のサポート： 1 余暇・賃金・人： 1 本人のペースに合った生活スキルを身に付けること： 1
スキルの獲得： 1 基本的生活習慣の確立： 1 ハーフウェイハウス（中間施設）： 1 本人が好
きなことを思いっきりできる場と学校や仕事等がんばらねばならない場のバランス： 1
②居場所による支援：28件（25.5％）
居場所： 2 日中活動の場： 2 自分自身を認めてくれる場所： 1 学校卒業後の日中活動の場：
1 居場所（成人当事者）： 1 仲間作りの場： 1 自閉症本人の居場所づくり： 1 カフェ的施
設等安心して利用できる日中の居場所： 1 家族と当事者共に理解され、温かく迎えられる場： 1
活動の提供がなされる当事者会などの居場所があること： 1 その人なりに活躍できる場： 1 地
域とのつながり： 1 特性を発揮できる場所（サークル・職場等）： 1 日中活動の場（家庭、学
校、放課後に過ごす場）における周囲の配慮と支援： 1 活動の場の提供： 1 通える場・活動の
場が保障されていること： 1 個々の特性に合わせた支援： 1 特性のわかる支援者が増えるこ
と： 1 安定した生活・通所先： 1 身近な理解者： 1 信頼できる理解者： 1 理解者・相談で
きる人の存在： 1 代弁者・通訳者の存在： 1 人との信頼関係： 1 人間関係： 1 親亡き後の
支援： 1
③環境の整備：18件（16.4％）
環境調整： 2 周囲がわかりやすい環境をつくる： 1 障害特性に合った生活環境を整えていく：
1 生活リズムを作るためのスケジュール： 1 障害にあわせた環境作りを推進する施策： 1 障
害者が変わるよりも障害特性に合わせた社会づくり： 1 暮らしやすい生活環境： 1 ユニバーサ
ルデザインの推進： 1 待たずに対応してもらえる相談先： 1 自己選択・自己決定できる環境：
1 構造化・視覚支援の情報を広めること： 1 構造化を用いた支援： 1 構造化された生活： 1
視覚的な指示： 1 視覚支援： 1 視覚支援の普及： 1 視覚的な構造化（韓国・中国の言語看板
よりも写真やシンボルマークを増やす）： 1
④余暇に関する支援：14件（12.7％）
余暇支援： 5 余暇の充実： 2 スポーツや趣味の活動を行う場（障害者スポーツセンター、文化
施設）： 1 余暇活動の充実： 1 余暇を過ごす場： 1 余暇活動： 1 自閉症に配慮のある習い
事・余暇サークル： 1 余暇指導： 1 好きなこと・リラックスして取り組めるもの： 1
⑤ライフサイクルを通した支援： 6件（5.5％）
将来にわたっての一貫した支援： 1 ライフサイクルを通した支援方法の確立： 1 一貫した生涯
支援： 1 幼児期からの一貫した支援： 1 生涯に亘って関係者が共有し活用できる個別のサポー
ト情報システム： 1 経年的な関わりを持つことのできる支援者の存在： 1
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⑥自立に関する支援： 3件（2.7％）
自立を目的とした生活： 1 将来の自立を目指した支援： 1 コミュニケーション・余暇・身辺自
立・家事スキル・発散方法・作業スキルなど当事者のレベルに合わせて、自立に必要なスキルを指
導すること： 1
⑦経済的支援： 3件（2.7％）
経済保障： 1 年金等福祉制度の利用について検討していくこと： 1 年金・福祉制度等各種制度
の充実： 1
2 ．社会性を高める支援：77件（32.2％）
①当事者の社会適応力の向上：17件（22.1％）
本人の自己理解： 2 生きる力（お金の計算・挨拶等の人とのコミュニケーション）： 1 自閉症
児者本人たちに対する各種トレーニング： 1 本人の本人特性の理解： 1 当事者の自己理解の深
まり： 1 自己決定： 1 自己理解を促す： 1 リラックス方法の習得： 1 前向きに進んでいけ
るための自己肯定感の向上： 1 コミュニケーションスキルの向上： 1 本人の自信・自尊感情：
1 経験： 1 自己肯定感： 1 ポジティブな自己理解： 1 普及啓発と自閉症者にも少し努力を
すること： 1 伝えるスキルの指導（困っていると伝えられる、選択できる等）： 1
②支援者の専門性：14件（18.2％）
自閉症児者の可能性を引き出せる関連機関の支援者： 1 当事者や発達障害児の特性を正確に理解
し、対応することのできる支援者： 1 支援者の拡充と専門性の向上： 1 子供の様子に気づき親
へ障害の有無や診察を進めることができる力： 1 相談スキル： 1 直接支援者の全体的な知識・
技術の向上： 1 研修体系等のしくみ： 1 ニーズをキャッチできること： 1 家庭との関わり
方・支援の仕方を実践的に勉強していくこと： 1 支援をつなげていくこと： 1 特性に合わせた
支援： 1 相談支援： 1 早期からの適切な支援： 1 多角的視点： 1
③社会適応に関する支援：13件（16.9％）
SST： 3 SSTを学ぶ場： 1 SST的関わりを教えてくれる場所： 1 塾： 1 ソーシャルスキ
ルトレーニング実施機関の設置： 1 社会参加がしやすい仕組み（外出支援の時間と回数が限られ
満足できない人が多い）： 1 SSTを含む本人の理解を十分アクセスしてできることを増やすため
に使えるサービスを利用することや他者とのポジティブな体験： 1 本人の自信と障害の理解を進
める体験の場： 1 自己肯定感が低下した本人にゆっくりと前に進める機会が作れる場： 1 本人
が何を望んでいてそれを周りの人とどのように折り合いをつけるのかの技術など： 1 社会参加で
きる場（本児の特性を受け入れたうえで）： 1
④連携による支援：11件（14.3％）
医療・福祉・教育の連携： 2 各業種との連携： 1 各ライフステージでの連携： 1 地域の公共
団体（図書館など）との連携： 1 支援の引き継ぎ： 1 切れ目のない支援体制： 1 共通認識の
持てる機能しやすい連携・ネットワークの形が形成されたうえで支援を進めていくこと： 1 ス
ムーズな移行支援： 1 本人、家族、支援者の意識の統一： 1 家庭と当事者が関わる場所（機
関）をつなぐ役割を担う支援者が必要（家庭・学校・職場・施設等）： 1
⑤就労に関する支援： 7件（9.1％）
就労支援： 1 働く機会をつくる： 1 働くことをイメージしやすい労働体験： 1 昼間に自分の
力を発揮して働ける場： 1 働く場所： 1 就労体験のできる場（企業実習）： 1 重度自閉症者
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のための個別対応をしてくれる作業所： 1
⑥療育・相談に関する支援： 7件（9.1％）
療育及び相談を行う事業： 1 相談できる場・相手・機関： 1 困ったときに相談できる場所： 1
幼児期から自閉症に合った支援・教育をしてくれる場所： 1 福祉施設： 1 サポート機関（人）
を増やすこと： 1 保護者以外のキーとなる支援者： 1
⑦家族に対する支援： 4件（5.2％）
家族への支援： 1 保護者のレスパイトケア： 1 家族支援： 1 幼児期にサポート機関が対象児
にどれだけ関わることができるかが重要だと思う： 1
⑧教育に関する支援： 4件（5.2％）
インクルーシブな教育： 1 特性を理解したうえでの教育： 1 高校での特別支援教育： 1 学校
での適切な対応： 1
3 ．障害の理解に対する支援：52件（21.8％）
①障害特性に対する周囲の理解：30件（57.7％）
周囲の理解：10 特性の理解： 5 社会の理解： 2 一般の方々の理解度の向上： 1 周囲が自閉
症を認めること： 1 自閉症者が不安なく外出できるような社会の理解： 1 周囲の人が正確に本
人の特性を認識すること： 1 周囲の理解と本人の理解にあわせて伝えること： 1 家族・社会の
自閉症についての理解： 1 障害特性の正しい理解や関わりについての理解： 1 自閉症の特性理
解が第一（偏見、思い込みなく）： 1 健常者にも発達障害の要素があることの理解の深まり： 1
正しい理解と支援： 1 発達障害についての基礎知識： 1 関係者以外も含めた正しい理解： 1
地域の理解： 1
②障害特性に対する周囲の理解の促進： 8件（15.4％）
市民啓発： 2 自閉症の特性をより多くの方が知ること： 1 社会の偏見・差別を少なくする取り
組み： 1 啓発活動（特に警察・銀行・コンビニ・郵便局・スーパーなど地域の方に自閉症を正し
く理解していただく）： 1 地域全体への広く浅い啓発： 1 啓発（一般県民、商店、医療等）： 1
マスコミ等における過度な報道を避ける： 1
③家族における障害特性の理解： 6件（11.5％）
家族の理解： 1 自閉症児の親における本人の障害特性に対する理解と支援： 1 自閉症児者に対
する保護者の理解と支援技術： 1 自閉症児者の可能性を引き出せる家族： 1 家族の本人理解：
1 保護者の理解： 1
④支援者による障害特性の理解： 6件（11.5％）
支援者の理解： 1 自閉症者に関わる人の自閉症の理解： 1 学校での自閉症理解： 1 受け入れ
るだけの余裕： 1 自閉症の特性を理解する支援者が増えること： 1 自閉症児者に対する支援者
の理解と支援技術： 1
⑤自閉症の状態に対する個別的理解： 2件（3.8％）
1人ひとりの特性を理解すること： 1 周囲の本人特性の理解： 1
※数字は記入された件数、大項目の％は全回答数に対する割合、小項目の％は大項目の回答数に対す
る割合を示している。
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４．考 察
発達障害者支援センターの職員が、自閉症児者の生活の質を向上させるために重視していることに関す
る全回答中、件数の多い方から「生活に対する支援」、「社会性を高める支援」、「障害の理解に対する支
援」であった。発達障害者支援センターの職員は、自閉症児者の状態を状況把握の困難さ、適応行為の困
難さ、及びコミュニケーションの困難さの 3つの視点から捉えている
7)
。したがって、自閉症者の状態を
踏まえて、地域において自閉症児者が日常生活、社会生活を営むために必要な支援、及び障害の理解を広
げるような支援を重視しているものと考えられる。
以前より、自閉症には運動障害、コミュニケーション障害、注意・知覚の障害、儀式的・強迫的行動、
自発的行動と相反的行動との相互作用の欠陥、協同遊びの障害等の社会的関係づけの発達障害があると指
摘されている
8)
。したがって、自閉症児者の安定した生活を目指して、きめ細かな支援が求められる。発
達障害者支援センターの職員は、自閉症児者が生活できるような能動的な支援を重視しているが、さら
に、自閉症児者の居場所を作り、安心した生活が営めるように、環境の整備、余暇支援、生涯に亘る支
援、自立支援、及び経済的支援と多岐に亘った包括的な生活支援が不可欠と考えているのであろう。
家族は、自閉症児者の状態に対して、自分の意思を表すこと、困ったときに周囲の人に助けを求めるこ
と、状況によって変化する物事の関連を捉えること、必要な情報を選ぶこと、以上に対する困難さ、及び
「失敗体験がトラウマになる可能性」を特に心配している
9)
。発達障害者支援センターの職員には、自閉症
児者の社会性を高めていくことが求められている。このため、当事者の社会適応力の向上、支援者の専門
性、社会適応に関する支援、連携による支援、就労に関する支援、療育・相談に関する支援、家族に対す
る支援、及び教育に関する支援と多岐に亘って、社会性の向上を図る支援を重視していると考えられる。
自閉症児者の生活支援を行う上で、その支援者には障害特性を理解することが求められる。自閉症児者
の生活支援を行っている支援者は、自開症者の状態を対人・行動、社会、衝動、固執に関する 4つの視点
から捉えようとしている
10)
。自閉症児者の支援者にとって、その障害特性を理解することが欠かせない。
したがって、発達障害者支援センターの職員は、障害の理解に関して、障害特性に対する周囲の理解、周
囲の理解の促進、家族における障害特性の理解、支援者による障害特性の理解、及び自閉症の状態に対す
る個別的理解の支援を重視していると推察される。
以上のように、発達障害者支援センターの職員には、自閉症児者の生活の質を向上させるために、「生
活に対する支援」、「社会性を高める支援」、及び「障害の理解に対する支援」の 3つの視点があり、さら
に、各視点に多岐に亘って重視している項目があると示唆された。今後、これらの知見を自閉症児者の生
活の質を向上させるために、どのように展開させればよいのかを検討する必要がある。
５．結 論
発達障害者支援センターの職員が、自閉症児者の生活の質を高めるために重視しているのは、①日常生
活、社会生活を営めるような支援と周囲の障害の理解に対する支援、②生活ができるようにする能動的な
支援、③居場所を作り、安心した生活が営めるように環境の整備、余暇支援等の包括的な生活支援、④当
事者の社会適応力の向上や支援者の専門性等を考慮した社会性を高める支援、⑤周囲・支援者による障害
特性の理解、及び自閉症の状態に対する個別的理解に対する支援、と考察された。
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